
2005年 出上の木簡

青
森
。十
三

湊

遺
跡

１
　
所
在
地
　
　
　
青
森
県
五
所
川
原
市

（旧
北
津
軽
郡
市
浦
村
）
十
三

２
　
調
査
期
間
　
　
第

一
二

一
次
調
査
　
一
一〇
〇
〇
年

（平
１２
）
九
月
～

一
二

月

３
　
発
掘
機
関
　
　
青
森
県
教
育
庁
文
化
財
保
護
課

（旧
文
化
課
）

４
　
調
査
担
当
者
　
鈴
木
和
子

・
工
藤
　
忍

５
　
遺
跡
の
種
類
　
港
湾

・
集
落
跡

６
　
遺
跡
の
年
代
　
中
世

（
一
三
世
紀
～
一
五
世
紀
中
頃
）

７
　
遺
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

十
三
湊
遺
跡
は
津
軽
半
島
北
端
の
南
北
に
細
長
く
延
び
る
半
島
状
に
発
達
し

た
砂
洲
上
に
立
地
し
て
い
る
。

遺
跡
東
側
に
は
津
軽
平
野
を
貫

流
す
る
岩
木
川
水
系
が
収
束
す

る
十
三
湖
、
西
側
に
は
日
本
海

が
位
置
す
る
。
海
上
交
通
の
要

衝
に
あ
り
、
中
世
に
は
環
日
本

め

海
交
易
の
拠
点
港
と
し
て
繁
栄

ヽ
　
し
た
。

月

第

一
二
一
次
調
査
区
は
、
遺

跡
北
西
部
の
前
潟

（中
世
に
は
十
三
湖
と
日
本
海
を
繋
ぐ
水
路
で
あ
っ
た
）
に
面
し

た
場
所
に
位
置
す
る
。
江
戸
時
代
に
描
か
れ
た
絵
図
に
よ
る
と
、
大
き
く
内
湾

し
た
地
形
と
な
っ
て
い
た
場
所
で
あ
る
。
発
掘
調
査
の
結
果
、
前
潟
に
向
か
う

緩
や
か
な
砂
地
の
斜
面
に
傘
大
の
角
礫
が
敷
き
詰
め
ら
れ
た
状
況
を
確
認
し
た
。

砂
洲
上
に
形
成
さ
れ
た
湊
の
足
場
を
固
め
る
た
め
の
遺
構
で
あ
り
、
湊
の
荷
揚

げ
場
と
し
て
利
用
さ
れ
た
場
所
と
考
え
ら
れ
る
。
角
礫
は
水
際
ま
で
続
い
て
お

り
、
水
際
に
は
礫
の
流
出
を
防
ぐ
た
め
の
土
留
め
施
設
と
考
え
ら
れ
る
九
太
材

が
、
木
杭
で
固
定
さ
れ
た
状
態
で
確
認
さ
れ
て
い
る
。
水
辺
で
は
木
杭
が
並
ん

で
確
認
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
中
の
一
本
は
船
を
も
や
う
縄
が
巻
き
付
い
た
状
態

で
出
土
し
て
い
る
。

礫
に
混
じ
っ
て
陶
磁
器
の
破
片
が
出
土
し
て
い
る
が
、
細
片
が
多
く
接
合
す

る
も
の
は
ほ
と
ん
ど
な
い
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
荷
揚
げ
の
際
に
落
ち
た
も
の
で

は
な
く
、
不
要
な
も
の
を
礫
と

一
緒
に
地
固
め
に
利
用
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。

礫
に
混
じ
っ
て
出
土
し
た
陶
磁
器
は

一
四
世
紀
後
半
か
ら

一
五
世
紀
前
葉
に
か

け
て
の
も
の
が
多
く
、
湊
を
整
備
し
た
年
代
は

一
五
世
紀
前
葉
頃
と
考
え
ら
れ

る
。
こ
の
礫
層
の
上
に
は
粘
土
質
の
砂
が
堆
積
し
て
お
り
、
水
路
の
流
れ
が

徐
々
に
悪
く
な
り
、
湊
が
埋
ま
っ
て
い
く
様
子
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
粘

土
質
の
砂
の
中
か
ら
も
遺
物
が
出
土
し
て
お
り
、
年
代
は

一
五
世
紀
前
葉
か
ら

中
頃
に
か
け
て
の
も
の
が
多
い
。

今
回
紹
介
す
る
木
製
品
は
礫
層
上
面
か
ら
出
土
し
た
も
の
で
、
共
伴
す
る
陶

磁
器
の
年
代
か
ら
み
て
一
五
世
紀
前
葉
か
ら
中
頃
の
遺
物
と
考
え
ら
れ
る
。



８
　
木
簡
の
釈
文

・
内
容

日
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ｏ
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板
目
材
の
木
製
品
で
、
四
周
は
い
ず
れ
も
概
ね
原
形
を
と
ど
め
て
い
る
。
墨

痕
は
両
面
に
見
ら
れ
拓
が
、
い
ず
れ
も
釈
読
で
き
な
い
。
用
途
は
不
明
で
あ
る

が
、
表
面
の
墨
痕
が
上
下
両
端
に
の
み
確
認
で
き
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
闘
茶
札

の
可
能
性
が
高
い
と
考
え
ら
れ
る
。

９
　
関
係
文
献

青
森
県
教
育
委
員
会

『十
三
湊
遺
跡
』
第
Ⅳ
分
冊

全
目
森
県
埋
蔵
文
化
財
調
査

報
告
書
三
九
八
、
三
〇
〇
五
年
）

（鈴
木
和
子
）

文
化
財
写
真
に
携
わ
る
人
の
必
携
マ
ニ
ュ
ア
ル

『埋
文
写
真
研
究
』

一
七
号埋
蔵
文
化
財
写
真
技
術
研
究
会
編

巻
頭
言
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
佐
川
　
正
彼

文
化
財
写
真
の
本
質
―
オ
ヤ
ジ
た
ち
の
ま
じ
め
な
精
神
論

深
澤
芳
樹

・
牛
嶋
　
茂

・
井
本
　
昭

埋
蔵
文
化
財
記
録
と
し
て
の
デ
ジ
タ
ル
カ
メ
ラ
運
用
に
つ
い
て
玉
内
　
公

一

白
い
バ
ッ
ク
で
白
い
物
を
撮
る
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
菊
池
　
慈
人

手
ブ
レ
の
実
験
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
青
島
　
　
啓

画
像
解
像
度
を
理
解
す
る
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
宮
内
　
康
広

追
悼
　
田
辺
昭
三
先
生

他

在
庫
状
況
の
お
知
ら
せ

頒
価
　
一
号
～
五
号
　
口醐
切
れ
、
六
号
～
入
号
　
　
　
一一一五
〇
〇
円

九
号
　
一二
〇
〇
〇
円
　
　
一
〇
号
～

一
七
号
　
一二
五
〇
〇
円

送
料
　
一
冊
～
四
冊
　
　
五
〇
〇
円

五
冊
～

一
〇
冊
　
一
〇
〇
〇
円
　
　
一
一
冊
以
上
　
無
料

ご
注
文
は
、
埋
蔵
文
化
財
写
真
技
術
研
究
会
ま
で
直
接
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。
ご
送
金
は
郵
便
振
替
で
お
願
い
し
ま
す
。

宛
先
　
一二
全
二
〇
―
八
五
七
七
　
奈
良
市
二
条
町
二
丁
目
九
番

一
号

奈
良
文
化
財
研
究
所
気
付
　
埋
蔵
文
化
財
写
真
技
術
研
究
会

電
話
　
〇
七
四
二
十
三
〇
十
六
人
三
人

郵
便
振
替
　
口
座
番
号
　
〇

一
〇
五
〇
十
九
―
九
九
三
〇

埋
蔵
文
化
財
写
真
技
術
研
究
会
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